
グループ方針 置換表 

（株）竹中工務店 グループ方針 （株）ＤＴプレコン 置換後 

 

品質方針 

 

竹中グループは、お客様の課題解決を図り作品・サービスの質を向上します 

 

活動指針 

１．企画からアフターケアまでのライフサイクルにわたり品質を確保します 

２．先駆的な技術の開発・改善により魅力品質を創造します 

３．品質保証体系に基づき確実なプロセス管理を実施します 

４．教育、訓練の継続により品質管理意識の向上を図ります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品質方針 

 

竹中グループは、お客様の課題解決を図り製品・サービスの質を向上します 

 

活動指針 

１．企画からアフターケアまでのライフサイクルにわたり品質を確保します 

２．先駆的な技術の開発・改善により魅力品質を創造します 

３．品質保証体系に基づき確実なプロセス管理を実施します 

４．教育、訓練の継続により品質管理意識の向上を図ります 

 

 



 

環境方針 

 

竹中グループは、環境と調和する空間創造に努め地球環境の向上に挑戦しつづ

けます 

 

活動指針 

１．脱炭素社会、資源循環社会、自然共生社会の実現に向けた統合的な活動を 

積極的に推進します 

２．環境に関する法規、社内例規を遵守し、環境リスク対策を推進します 

３．品質保証体系に基づき確実な環境マネジメントを実施します 

４．環境に関わる知見を集積すると共に、関連する研究・技術開発を推進し、

ステークホルダーの皆様に提供します 

５．グループ内役員・従業員、協力会社に対し、環境に関する教育・啓発を推

進します 

６．ステークホルダーと連携・協働し、社会と連動した取り組みを実施します 

７．社会的な環境活動に積極的に参加します 

８．開示指針・要請に従い的確に対応し、情報開示の充実を図ります 

 

 

脱炭素（気候変動対応）活動指針 

設計手法・施工技術を含む全ての業務プロセスを通じて気候変動の適応に取り

組みながら、バリューチェーン全体で省エネルギー・再生可能エネルギーの活

用を進めることで温室効果ガス排出を低減し、2050 年までにカーボンニュート

ラルを実現します 

 

資源循環活動指針 

資源のリサイクルや持続可能な調達、再生可能資源の利用への移⾏、廃棄物を

生み出さない設計・施工等の事業活動を推進し、2050 年までに「サーキュラー

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資源循環活動指針 

資源のリサイクルや持続可能な調達、再生可能資源の利用への移⾏、廃棄物を

生み出さない製品・サービス等の事業活動を推進し、2050 年までに「サーキュ



デザインビルド®」を実現します 

※サーキュラーデザインビルド®とは、竹中グループで取り組む建築物やその周

辺領域での設計及び施工、事業活動におけるリユース・リサイクル建材等の使

用、解体・再利用を前提とした活動です 

 

自然共生活動指針 

⼟地利用変化や外来種による影響の事前把握、各地域特性に応じた対策の実

施、バリューチェーンにおける製品・原材料のトレーサビリティの確保によ

り、生物多様性の保全と回復を推進し、2050 年までに自然と共生する世界を実

現します 

 

水資源保護活動指針 

水資源の効率的利用と水質の保全を推進することで、水リスク管理を徹底し、 

水資源の保護に努めます 

 

汚染防止活動指針 

⼟壌、⼤気などの汚染の防止・軽減を徹底することで、環境への負荷を低減

し、自然環境の保全に努めます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラーデザインビルド®」を実現します 

※サーキュラーデザインビルド®とは、竹中グループで取り組む建築物やその周

辺領域での設計及び施工、事業活動におけるリユース・リサイクル建材等の使

用、解体・再利用を前提とした活動です 

 

 



 

調達方針 

 

竹中グループは、お取引先と一体となり 社会・お客様のニーズに応える調達を

推進します 

 

活動指針 

１．お取引先とのパートナーシップを構築・強化し、サプライチェーン全体の

共存共栄を図ります 

２．幅広く門戸を開き、お取引先に公正・自由な競争の機会を提供します 

３．事業を⾏う国・地域の法令その他社会規範を遵守し、適正かつ良識のある

取引を⾏います 

４．品質および安全性の確保を前提とした調達活動を⾏います 

５．環境保全や地域発展に寄与する材料や工法の選定に配慮します 

６．市場動向を反映した適正な調達価格を追求します 

７．需給変動に柔軟かつ安定的に対応できる調達体制を構築します 

８．調達活動を通じて入手した各種情報の保護・管理を適正に⾏います 

９．教育・訓練により、調達関係者およびお取引先の知識・技術の向上を図り

ます 

 

取引先活動ガイドライン 

 

竹中グループは「最良の作品を世に遺し、社会に貢献する」を経営理念に掲

げ、「お取引先と一体となり 社会・お客様のニーズに応える調達を推進する」

を調達方針としています。 

お取引先の皆様には、同経営理念及び調達方針にご理解・ご賛同をいただくと

共に、以下に示す「取引先活動ガイドライン」を貴社傘下の協力会社の方々を

含めて実施いただきますようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．パートナーシップ関係の構築・強化 

竹中グループと様々な課題を共有・解決していくことで、パートナーシップ関

係の維持・強化並びにサプライチェーン全体の付加価値向上に努め、共存共栄

を図る。 

1-1．最良の作品の創出 

互いの技術を最⼤限に生かし、お客様の期待に応え、最良の作品を創出するこ

とで社会に貢献する。 

1-2．対話・協業の促進 

対話・協業を通じて、双方向コミュニケーションを促進する。 

 

２．公正・自由な競争機会の提供 

公正・自由な取引を推進するとともに、自身の取引先に、公正・自由な競争の

機会を提供する。 

2-1．公正な取引の遵守 

不当な利益などの供与・取得を⾏わない。 

2-2．競争力の発揮 

企画提案力・技術力を発揮することにより、公正、透明な市場競争に参加す

る。 

2-3．独占禁止法等の遵守 

独占禁止法等の遵守について、入札阻害⾏為の禁止及び優越的地位の濫用を防

止するとともに、その他法令等の遵守に努める。 

 

３．社会規範の遵守 

事業活動を⾏う国及び地域の法令その他社会規範を遵守し、基本的人権の尊

重・適切な雇用・労働条件の確保等、適正かつ良識のある取引を⾏う。 

3-1．法令等の遵守 

国の内外を問わず、事業活動を⾏う各国・地域の法令その他社会規範を遵守す

るとともに、グローバルな事業展開の中では国際規範・ルールを尊重する。特

に児童労働及び強制労働については断固防止し、安全保障輸出管理についても

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



適切に実施する。 

3-2．個人の倫理観の保持 

法令等遵守はもとより、一人ひとりが高い倫理観を保持し、良識ある⾏動に努

める。 

3-3．人権の尊重 

国際的に認められた基本的な人権と労働に関する法令・基準を遵守・尊重し、

人種、性別、性自認、宗教及び障がいの有無等により、差別・ハラスメント等

不当に扱われることのないよう、相互の理解と尊重に努め、健やかで働きがい

のある環境を実現する。 

3-4．反社会的勢力の排除 

反社会的勢力が経営に実質的に関与している法人等でないことを表明し､かつ将

来にわたっても該当しないことを確約するとともに、反社会的勢力による不当

要求を受けた場合には、断固としてこれを拒否する。 

3-5．相談・通報制度の活用 

業務上の指揮命令系統から独立した相談・通報窓口制度を活用し、企業⾏動の

改善に繋げる。 

 

４．品質と安全性の保持 

企画・施工・アフターサービスまですべての期間にわたり、品質と安全を保持

できる製品・サービス・工法を開発・採用する。 

4-1．品質の確保 

企画からアフターサービスにいたるプロジェクトの各段階において高品質で安

全な建築とサービスの提供を⾏い、お客様満足を実現する。 

4-2．安全の確保 

安全で働きやすい職場環境を実現するとともに、健康に配慮した経営を推進す

る。 

4-3．プロセス管理の徹底 

取引先とのパートナーシップの構築・強化を図り、相互信頼のもと各プロセス

で、プロフェッショナルとして現地、現物、現時でのものづくりを実践し、品

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．品質と安全性の保持 

企画・施工・アフターサービスまですべての期間にわたり、品質と安全を保持

できる製品・サービス・工法を開発・採用する。 

4-1．品質の確保 

企画からアフターサービスにいたるプロジェクトの各段階において高品質で安

全な製品とサービスの提供を⾏い、お客様満足を実現する。 

4-2．安全の確保 

安全で働きやすい職場環境を実現するとともに、健康に配慮した経営を推進す

る。 

4-3．プロセス管理の徹底 

取引先とのパートナーシップの構築・強化を図り、相互信頼のもと各プロセス

で、プロフェッショナルとして現地、現物、現時でのものづくりを実践し、品



質のつくり込みを徹底する。 

 

５．環境保全・地域発展への貢献 

環境保全や地域発展に寄与する製品・サービス・工法を積極的に開発・採用す

る。 

5-1．脱炭素社会への対応 

脱炭素社会に向けた環境建築の創出、環境性能向上及び環境負荷低減を推進す

る 

5-2．資源循環活動の推進 

資源循環社会の実現に貢献する建設リサイクル活動を発展させた３R 活動を推

進する。 

5-3．自然共生社会に向けた生物多様性の保全 

自然共生社会に向けた生物多様性の保全及び生物資源の持続可能な利用のため

の取組みを推進する。 

5-4．環境の保全 

グリーン調達を推進するとともに、事業活動に起因する環境汚染や環境負荷等

のリスク対策に取り組む。 

 

６．市場競争力の確保 

常に市場競争力のある技術・工法・材料・労務を供給できるよう、継続的に開

発・改善を⾏う。 

6-1．技術開発の推進 

先駆的な技術開発や既往技術の高度化により魅力品質を創造する。 

6-2．新たなサービスの創出 

社会的課題及びお客様のニーズを的確にとらえ、叡智・ノウハウ・技術力を組

織的に結集させるとともに、イノベーションを継続し、新たな価値を有する魅

力的なサービスを創出する。 

 

７．柔軟かつ安定的な供給体制の構築 

質のつくり込みを徹底する。 

 



需給変動に柔軟に対応でき、かつ安定的に材料・労務を供給できる体制を構築

する。 

7-1．持続可能なサプライチェーンの構築 

柔軟かつ安定的に材料・労務等の供給が可能となる、持続可能なサプライチェ

ーンを構築する。 

7-2．災害時の対応 

災害発生時に備えた体制を構築し、有事にも臨機応変に対応できるようにす

る。 

7-3．テロへの対応 

国内外の役員・従業員及び事業所等へのテロの脅威に対する危機管理と対策に

取り組む。 

 

８．情報の保護・管理の徹底 

事業活動を通じて知り得た個人情報や図面等のプロジェクト情報の保護・管理

を適正に⾏い、情報漏洩の防止を徹底する。 

8-1．情報セキュリティへの対応 

個人情報及びプロジェクト情報の漏えいを防ぐための情報セキュリティに係る

社内ルール、規則及び管理体制を整備し、従業員に教育及び研修を実施し、技

術的・物理的な安全管理措置を講じる。 

8-2．情報漏えい事故対応体制の整備 

情報セキュリティに係る事故発生時に、被害を最小化するための対応体制を整

備する。 

 

９．教育・訓練の実施 

社員及び関係者の教育・訓練を継続し、知識・技術の向上に努める。 

9-1．サステナビリティ教育の実施 

企業グループ全体において、サステナビリティの推進にあたり、教育・啓蒙を

図るとともに、取引先をはじめとするサプライチェーンにおいても本ガイドラ

インの遵守を促す。 



9-2．実施体制の整備 

経営トップが率先し、本ガイドラインの周知徹底と効果的運用により、サステ

ナビリティの推進を図るとともに、実施状況を定期的に評価し、改善を図る。 

 

 

 

以  上 

 


